《 資料 》
2016.7
地域ミニマム運動における個人情報保護について
個人情報とは
１．誰の賃金か特定できない、数字だけの賃金データは、「個人情報」ではありません。また、他の情報と照合することによって個人が特定できそうであっても、調査や外部への問い合わせをしなければ容易に特定できない場合は、「個人情報」ではありません。
２．氏名と賃金がセットで明記されているものは「個人情報」です。
「個人情報」がデータベース化（検索できる状態）されたものを、5,000人超分保有している労組は、「個人情報取り扱い事業者」として、個人情報保護法の適用を受け、厳重な管理体制の義務が生じます。

しかし、「個人情報取り扱い事業者」でなくとも、Ｂ票のように個人名と賃金がセットで明記されているものは、「個人情報」ですので、良識的な管理体制が必要です。
単組に対しては、「個人情報取り扱い事業者」である無しにかかわらず、以下の対応を徹底するようお願いします。















▲Ｂ票【個人情報】








（対応）単組どまりとし、カギのかかる場所に厳重管理する。


不要となった時点でシュレッダーで廃棄する。














（対応）個人名や社員コードを削除してから分析機関に送付する。





▲企業の賃金データ表等で提出する場合


【個人名が含まれる場合は個人情報になる】








（対応）そのまま分析機関へ送付する。





◎Ａ・Ｃ票【個人情報ではない】
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